
提出された意見を集約 回答

〇なぜ、土岐市立総合病院と東濃厚生病院を統合する必要がある
のか。

〇東濃厚生病院は健全経営がされていると聴いており、統合は必
要ないのではないか。

〇病院へアクセスにおいて、バスなど交通手段を確保してほし
い。

〇駅から徒歩でいけない場所であるため、交通手段の確保につい
ては確約は必要ではないか。

〇病院が移転することで、通院にかかるタクシー代など個人の経
済的な負担が増える。

１．一病院化の再検討

      規約（案）に分類できない意見について

２．建設候補地へのアクセスや利便性について

・新病院へのアクセスや利便性の確保については、今後、策定される病院の基本構
想と基本計画を踏まえ、交通手段の確保や経済的負担の軽減などについては、クリ
アすべき課題として、新たに設置する一部事務組合の中で、検討してまいります。

規約案にかかる意見と分類できないご意見について、以下のとおり取りまとめて回答いたします。

・高齢化に伴う人口の減少や医師の確保が困難な状況が続くことなどの事由によ
り、現状のままではともに経営が立ち行かなくなり、両市から総合病院がなくなる
ことが懸念される状況にあります。

・土岐市立総合病院と東濃厚生病院の一病院化は、地域の医療資源を集約し、二次
医療サービスの提供と、将来にわたる地域医療の確保をめざすものです。

・土岐市と瑞浪市の共同設置により両市が参画することで、公立の病院として主体
的に地域医療に関わることができます。



〇候補地選定までの経過はどのようか。

〇瑞浪市としてどのような案を示してどのように協議したのか。

〇候補地選定までの経過やそれぞれの案に対するメリット・デメ
リットなどオープンにして欲しい。

〇２病院の統合について、瑞浪市民に十分周知がなされていな
い。

〇市民に発信するだけでなく、しっかりとした状況説明と意見交
換をしてほしい。

〇若者の意見を聞く場をどのように設けるのか。

〇周知の方法について、各地での説明会やネット配信、わかりや
すい広報掲載のなど様々な方法を検討してほしい。

３．建設候補地が選定された経緯等について

・一病院化の議論については、平成29年度から始まった東濃中部の医療提供体制検
討会の資料及び議事概要は、第1回より両市ホームページに掲載しております。ま
た、令和元年度以降の東濃中部の医療提供体制検討会や医療提供体制審議会につい
ては、市民の皆さんの傍聴を可能とし、両市のホームページにおいてもその経緯を
掲載して、市民への周知を行っております。また、両市議会においても一般質問の
回答にて一病院化の経緯をご説明させていただいております。

・令和元年度の市長と語る会（地域懇談会）にて医療提供体制について、現状と再
編：新病院の説明をし、ご質問に対し回答しております。令和2年度は、コロナ禍に
より市長と語る会（地域懇談会）を中止しましたが、瑞浪市

ホームページに懇談会資料と事前に地域からいただいたご質問と回答を掲載してお
ります。しかしながら、市民への周知の不足とのご意見をいただきましたので、瑞
浪市におきましては、３月中に新たに市民向けの説明会を開催する予定としており
ます。

・さらに次年度においても、市長と語る会などでの意見交換を行ってまいります。
この中で、一病院化のメリット、デメリットなどについもお示ししていくととも
に、若い方にも参加を働きかけたり、要望があれば説明に出向いてまいります。ま
た、説明内容やいただいたご意見について、多くの方にご覧いただけるよう、発信
方法についても検討してまいります。

４．市民への周知・合意形成について

・一病院化に伴う候補地の選定にあたっては、令和元年度より、土岐市、瑞浪市及
びＪＡ岐阜厚生連の3者で構成された「東濃中部の医療提供体制検討会」にて、協議
を重ねてきました。

・土岐市立総合病院・東濃厚生病院の現地での設置や、両病院の中間地点での設置
について検討した結果、令和2年3月「第9回東濃中部の医療提供体制検討会」で、候
補地は両市の中間地点を基本とすることが確認されました。

・候補地が中間地点とする場合、両市から候補地を提案し協議することとしていま
した。瑞浪市としましては、企業誘致などで過去に検討した土地などを含めて、候
補地を検討いたしましたが、土岐市境付近に400床規模の新病院を建設する適地がな
かったため、やむを得ず候補地を出していません。

・検討会において選考されていた地点のほか、適地調査検討委託業務により専門的
な見地から候補地を検討したところ、新たな候補地が示されました。　この２地点
について確保できる敷地面積の広さ、災害想定区域の指定状況、土地の所有状況
（市有地、民有地）などの点から比較した結果、適地調査においては、新たな候補
地が最適地とされました。
　この調査結果をもとに令和2年10月準備会において検討を行い、土岐市肥田町浅野
地内を建設候補地として選定しました。



〇一病院化によるメリット・デメリットを示し、デメリットにつ
いてその対策など示してほしい。

〇跡地利用について、どのような内容で要望している
のか。

〇病院機能としての存続をしてほしい。

・一病院化の議論については、平成29年度から始まった東濃中部の医療提供体制検
討会の資料及び議事概要は、第1回より両市ホームページに掲載しております。ま
た、令和元年度以降の東濃中部の医療提供体制検討会や医療提供体制審議会につい
ては、市民の皆さんの傍聴を可能とし、両市のホームページにおいてもその経緯を
掲載して、市民への周知を行っております。また、両市議会においても一般質問の
回答にて一病院化の経緯をご説明させていただいております。

・令和元年度の市長と語る会（地域懇談会）にて医療提供体制について、現状と再
編：新病院の説明をし、ご質問に対し回答しております。令和2年度は、コロナ禍に
より市長と語る会（地域懇談会）を中止しましたが、瑞浪市

ホームページに懇談会資料と事前に地域からいただいたご質問と回答を掲載してお
ります。しかしながら、市民への周知の不足とのご意見をいただきましたので、瑞
浪市におきましては、３月中に新たに市民向けの説明会を開催する予定としており
ます。

・さらに次年度においても、市長と語る会などでの意見交換を行ってまいります。
この中で、一病院化のメリット、デメリットなどについもお示ししていくととも
に、若い方にも参加を働きかけたり、要望があれば説明に出向いてまいります。ま
た、説明内容やいただいたご意見について、多くの方にご覧いただけるよう、発信
方法についても検討してまいります。

・市としても1次診療の機能については、現在の東濃厚生病院において継続していた
だく必要があると認識しておりますので、ＪＡ岐阜厚生連に対し、1階の診察室を
使ってのクリニック機能など一次医療機能の継続や、病棟の福祉・介護施設等とし
ての活用を強く要望しているところです。

５．東濃厚生病院の跡地利用



〇総合病院が市内になくなることで、人口減少に拍車がかかるの
ではないか。

〇病院移転に伴い、病院周辺の飲食店や商店等での消費が減少す
ることが懸念される。

〇コロナ禍の中で検討を始めた頃の社会情勢と状況が違うのでは
ないか。

〇コロナ禍の医療体制がひっ迫している状況で進めていくことで
はないのではないか。

〇瑞浪市民として土岐市主導な感じで進められている事は納得で
きません。

・決して土岐市主導で協議が進んでいるということはありません。
平成２９年度から始まった検討会において、土岐市、JA岐阜厚生連と協議を進める
中で、対等の立場でしっかりと瑞浪市としての考えを主張してきました。

８．土岐市主導と見える進め方について

・国は少子高齢化や人口減少が進む中、地域医療構想そのものは不可欠と判断して
推進するとしています。市としましても、将来の医療体制確保のため、しっかりと
進めていく必要があると考えております。
コロナ禍における医療体制については、現状の中で対応しつつ、並行して長期的な
視点からの１病院化も進めてまいります。

６．市のまちづくり・中心市街地活性化・人口減少対策について

・人口減少対策として子育てしやすい環境を提供するにあたり、現在の２病院にお
いて、小児科、産婦人科の確保できていない状況から、新病院において若い世代が
望む医療体制の確保が期待できるものと考えます。

・東濃中部を一つの医療圏と捉えた医療体制を構築する必要があることから、新病
院の建設場所は両病院の中間地点としたもので、駅周辺部再開発等に合わせて建設
する考えはありません。

・駅南エリアは地権者による市街地再開発事業の検討が進められています。また、
駅北エリアは市有施設の再編対象となっている公共施設を集約し複合施設を整備す
ることで瑞浪駅周辺の活性化に繋がるものと考えております。

・新病院の設置には一定の期間が必要で、それまでの間は土岐市立総合病院との間
で機能分担を行いながら病院運営は行われるため、直ちに通院患者等が減ることは
ないと考えます。ただし、瑞浪市としては、ＪＡ岐阜厚生連に対し、医療、福祉・
介護施設等として活用していただくよう強く要望しております。

７．新型コロナ感染症対策に関連して


